
北海道函館聾学校（令和７年１月６日作成）

新年あけましておめでとうございます。
今年もどうぞよろしくお願いいたします。
いよいよ令和７年がスタートしました。
令和５年８月２４日から本校の校門前にある掲揚塔下に

掲示した看板には「令和７年度に創立１３０周年を迎えま
す。（函館聾学校・函館盲学校）」と書いてあります。盲学
校も同様に掲げている看板に記載の「令和７年」がスター
トしたのです。既にホームページではお知らせしておりま
すが、記念式典は令和７年１０月２５日（土）の午後に開
催する予定です。午前中は「創立１３０周年記念学習発表
会」を両校で実施し、午後に盲学校の皆さんが聾学校の体
育館に来ていただだく形で式典を執り行います。
もし、学習発表会や式典に参加してみたいという関係者

の方がいらっしゃいましたら、是非、お問い合わせくださ
い。大歓迎です。（準備の関係がございますので、必ず函
館盲聾教育後援会事務局のある函館聾学校教頭宛に御連絡
ください。）
どうぞよろしくお願いいたします。

また、昨年中、本校におきましては地域の皆様に大変お

世話になりました。令和５年度から立ち上げた「函館聾学
校ボランティアバンク」には、４４名という多くの皆様に
御登録いただき、様々な教育活動や本校の助けになる活動
が増加しております。本当にありがとうございます。
このボランティアの形を「地域学校協働活動」と位置付

け、令和７年度のグランドデザインに反映すべく準備中で
す。これからも本校の教育活動に御理解と御協力をお願い
いたします。

そして、年のはじめに強く思うことがありました。
本日が仕事はじめとなる本校に届いた「深堀町会だより

（１月号）」には、谷山会長様の新年の御挨拶が掲載され
ており、防災対策を推進する本間様の記事も一緒に掲載さ
れておりました。私も同じ町内会の一員として、そして、
その町内にある学校をあずかる者として、同様の気持ちで
あることを改めて確認させていただく機会となりました。
谷山会長様が冒頭で触れておられたとおり、令和６年の

元日には、石川県で最大震度７の「令和６年能登半島地震」
が発生し、多くの方がなくなったり行方不明になったりし
ました。更に９月には同じ地域で記録的大雨が襲いました。

24 時間雨量が 400 ミリ超という観測史上最大の大雨によ
って、復興の遅れが指摘されていた地域での被害が拡大す
ることとなりました。気象の専門家によると、日本列島は
どこでも地震のリスクやこれまで経験したことのない気象
状況にくり返し出会うリスクが高まるとのことです。本当
に防災に対する備えは大切で急務です。
昨年、私は東日本大震災で多くの被害者を出し、石巻市

によって震災遺構として整備され、一般公開されている大
川小学校に行ってきました。石巻市を訪れることで、自分
の気持ちを引き締め、自校の備えを高めて子どもたちを守
りたいと願い、自らの目で現場を見るためです。短い時間
でしたが、私自身が本物に触れ、実体験することによって
学びを深めることができたと考えています。
この経験から、これまでの取組を更に徹底し、不断の努

力と見直しを誓うことができました。令和７年も継続して
いきます。
これからも、函館聾学校をどうぞよろしくお願いいたし

ます。



（紙面の解説 等）
１ 幼児の指導場面について
この写真は、聾学校の教員にとっては、とても違和感のある写真で

す。何故かというと、聾学校の教員は窓（光）を背に指導を行うこと
は極力しないからです。それは、光によって顔の表情や口元が暗くな
ったり、光の方に向くことで眩しくなったりして見えにくくなり、コ
ミュニケーションが取りにくくなるためです。普段から目をよく使い
集中することで疲れてしまうことが多い難聴の子どもたちに対する配
慮でもあります。今回の場合は、指導の一環として行っているもので、
指導後に教員が経緯を教えてくれました。幼児に光の差す方に先生が
座ると見えにくいので「席を移動するね。」と伝えた際に、幼児が大
丈夫だと強く言ったようです。そこで、体験的に理解してもらうため、
あえて子どもの主張を受け入れ、指導を続けたという場面でした。そ
の後、幼児は眩しくて話がしにくいと気付き、先生に座る位置を変え
てもらい、カーテンを閉めることができたそうです。将来、自分がど
のようにすればコミュニケーションしやすいのか又はしにくいのかを

理解して説明できたり、よりよい状況を作り出すために相手と調整し
変えていく力（セルフアドボカシー）を身に付けたりすることに繋が
るシーンだったと考えています。一枚の写真に物語がありました。

２ ヘレンケラーの直筆色紙
函館聾学校のホームページを見た社会福祉法人函館厚生院常務理事

の本間茂司様が令和６年９月１１日に寄贈してくださいました。創立
１３０周年に向けて教育活動に取り組んでいる本校に飾ってもらうこ
とが良いだろうと判断されたそうです。本校では、長らくこの色紙の
コピー（レプリカ）を飾っていましたが、誰もレプリカだとは気付い
ていませんでした。函館盲聾教育後援会の島津会長様が本校校長を務
めていらした際にこの色紙の価値に気付き、コピーして作ったレプリ
カでした。函館厚生院では長らく関様という方が所持しておられまし
たが、関様がお亡くなりになった際に、本間茂司様に引き継がれ、本
間様から寄贈を受けることになったのです。
この色紙には、ヘレン・ケラー氏が来日することに尽力された岩橋

武夫氏の名前も書かれており、とても価値のある貴重なものです。函
館聾学校にお越しの際には是非、御覧ください。

３ 常設看板に残す「未来へのことば」について
結論から言いますと、この取組は行

わないことになりました。
４月当初に計画したものの、常設看

板の予算の目途が立たず、取りやめた
ものです。
現在、仮設看板として右の看板を令

和５年８月２４日から掲げていますが、
こちらの看板は令和５年から令和７年
度まで３年間限定の仮設看板と考えて
おりました。創立１３０周年を迎えた
年には、常設看板を掲げ、道行く函館
市民の皆さんに「未来へのメッセージ」を伝えられるようにと、子ど
もたちから「未来へのメッセージとしてのことば」を募集し、常設看
板にデザインの一部として掲載したいと考えておりました。そして、
看板に「since 1895」と書いてあれば、創立〇〇年と書いていなくても、
その看板を見た人は「今年は何年目かな？」と見てくれるのではない
かと考えていたのです。創立１４０周年か１５０周年の際にはご検討
いただけると嬉しいです。
記者さんは、令和６年４月１日に掲

載したホームページ掲載の「校長の挨
拶」を見たようです。
ちなみに、函館聾学校のマスコット

キャラクターは、「函亀郎（かんきろう）」
に決まりました。小中学部の子どもた
ちみんなが一人ずつ考えてくれた案の
中から選ばれたものです。決まる経緯
は詳しく HP に掲載中です。かわいが
っていただけれるとありがたいです。






